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午前 ９時００分 開会 

 

開 会 の 宣 告 

○議長（竹島ユリ子君） ただいまの出席議員数は８人です。定足数に達しておりますの

で、平成２２年３月舟橋村議会定例会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

○議長（竹島ユリ子君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、 

３番  山 﨑 知 信 君 

４番  川 﨑 和 夫 君 

を指名します。 

 

会 期 の 決 定 

○議長（竹島ユリ子君） 日程第２ 会期決定について議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から３月１２日までの３日間とし、審議終了までとしたいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹島ユリ子君） ご異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から３月１２日審議終了までとすることに決定しました。 

 

議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第 １ ４ 号 ま で 

○議長（竹島ユリ子君） 日程第３ 議案第１号 舟橋村職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例等の一部を改正する条例制定の件、日程第４ 議案第２号 舟橋村児童医療費の

助成に関する条例制定の件、日程第５ 議案第３号 専決処分の承認を求める件、日程

第６ 議案第４号 平成２１年度舟橋村一般会計補正予算（第１０号）、日程第７ 議

案第５号 平成２１年度舟橋村国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）、日程第
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８ 議案第６号 平成２１年度舟橋村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程

第９ 議案第７号 平成２１年度舟橋村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号）、日程第１０ 議案第８号 平成２２年度舟橋村一般会計予算、日程第１１ 議案

第９号 平成２２年度舟橋村土地取得事業特別会計予算、日程第１２ 議案第１０  

号 平成２２年度舟橋村国民健康保険事業特別会計予算、日程第１３ 議案第１１  

号 平成２２年度舟橋村宅地造成事業特別会計予算、日程第１４ 議案第１２号 平成

２２度舟橋村簡易水道事業特別会計予算、日程第１５ 議案第１３号 平成２２年度舟

橋村老人保健事業特別会計予算、日程第１６ 議案第１４号 平成２２年度舟橋村後期

高齢者医療事業特別会計予算まで１４議案を一括議題といたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹島ユリ子君） ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号から議案第１４号まで１４議案を一括議題とし、提案理由の

説明を求めます。 

 

（提案理由の説明） 

○議長（竹島ユリ子君） 村長 金森勝雄君。 

○村長（金森勝雄君） おはようございます。 

本日ここに平成２２年３月定例村議会を招集いたしましたところ、議員の皆様には公

私ともにご多忙の中、ご出席賜り深く感謝申し上げます。 

本日の定例議会に提出いたしました案件の説明に先立ち、平成２２年度の重点施策に

つきまして、所信の一端を申し上げます。 

はじめに、第４次舟橋村総合計画について申し上げます。 

総合計画では、本村の１０年後の将来像を示し、魅力あるまちづくりを総合的かつ計

画的に推進するため、村の施策、事業の総合的な体系を示すものであり、本村の「最上

位計画」と位置づけられます。 

計画策定にあたっては、まちづくりの主役となります住民の意見や要望を十分に反映

できるように配慮してまいりたいと考えております。 

これまでの取り組み状況を申し上げますと、昨年１２月７日には、第２回目のまちづ

くり塾を開催し、総合計画にかかる住民の勉強会を開講いたしました。さらに、今年１
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月に公募しました１０名の皆様による「まちづくりワークショップ」を４回開催いたし

まして、去る３月６日には、総合計画策定に対する提言書をいただきました。この後も

住民アンケート、項目別のワーキンググループ、各種団体アンケート、パブリックコメ

ント等の実施により、より一層、住民の皆様のご意見を拝聴してまいりたいと考えてお

ります。 

次に、公共施設の維持管理に関してでございます。去る２月２４日、小学校の耐震化

工事の竣工式も終え、また、庁舎の耐震化工事も間もなく完成いたします。この工事の

完了に伴いまして、村内の公共施設はすべて耐震化工事を終了することとなります。議

員各位及び村民の皆様のご理解、ご協力に改めて感謝申し上げますとともに、村民だれ

もが日ごろから生活する上で、最も望まれています「安心して暮らせる安全なまちづく

り」に寄与できましたものと、大変うれしく思っている次第であります。 

しかしながら、本村の人口増に伴う影響が小学校児童の急増対応から急ピッチで中学

校施設へと移行してまいりました。 

ここに舟橋中学校改修事業について申し上げます。生徒数の増加要因から、平成２４

年度には、３教室が不足すること。また、中学校建築後２３年が経過することにもなり、

空調、水回りの設備、電気系統などの一部改修工事が必要になることが想定されますの

で、現在、必要教室の絞り込み、施設の老朽化対応、利用形態のあり方及び今後のスケ

ジュール等について基本構想の策定を進めております。 

新年度におきましては、基本計画策定委員会を立ち上げまして、基本構想に基づき、

「中学校の現状と課題分析」「改修の基本的な考え方」「整備する諸室及び面積等計画案

の基本方針」や「事業費の概算額等」を定める基本計画の策定を行い、その後、実施設

計に着手することにしております。 

計画策定にあたりましては、教育委員会、学校サイド等のご意見に十分配意すること、

また議会の皆さんとも協議しながら進めてまいりたいと考えております。 

次に、総合計画後期基本計画の主要施策の体系にあります「未来を拓く人づくりに向

けて」の事業として実施いたします温泉と運動を利用した健康増進事業について申し上

げます。 

本事業は、県の緊急雇用対策基金事業重点分野創出事業を活用するものであります。

昨年１２月２５日オープンしました天然温泉「湯めごこち」施設におきまして、２１世

紀の健康課題であります、がん、寝たきり、認知症の予防を目的としまして、天然温泉
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の温熱効果を利用し、適切な健康指導と疾病予防の知識を学び、よりよい生活習慣を実

践するための健康プロジェクト事業を実施いたします。 

主な事業には、「最新・最適な健康増進と予防医学の知識を学ぶプログラム」「温泉入

浴、サウナ、岩盤浴などによる温熱効果についてのプログラム」「ウオーキングやスト

レッチを中心とした効果的で無理のない運動プログラム」「自宅でもできる食事療法、

サプリメントの知識、簡単でよく効くストレッチや運動プログラム」等を計画しており、

多くの住民の方に参加いただき、健康面におきましても、日本一を目指したいと考えて

おります。 

それでは、平成２２年度予算編成にあたっての基本的な考え方について申し上げます。 

予算編成は、第３次総合計画に掲げられている舟橋村の将来像「自然・人・地域がき

らめくむら 舟橋」の実現に向けた最終年度の取り組みとして、成果志向の視点から重

点施策分野を優先するとともに、事務事業の取捨選択を行い、後期基本計画のメインテ

ーマである「協働型」を重視し、将来への投資や暮らしに身近な事業へ財源を重点的に

配分を行い、村民だれもが「舟橋村に住んでよかった」と思える予算づくりに努めまし

た。 

また、日本経済は円高・株安など厳しい経済環境のもとにあり、依然として景気低迷

が続いております。本村も、財政構造を改善しつつ、村民のニーズに対応した行政サー

ビスを確保するため、予算にめり張りをつけ、最少の経費で最大の効果が生まれること

に配意いたしまして、予算編成を行ったところであります。 

それでは、施策別にその概要についてご説明申し上げます。 

第１に、魅力あるむらづくりに向けてであります。 

まず、第４次舟橋村総合計画策定事業であります。さきにも述べましたが、まちづく

りの主役となります住民の意見や要望を十分に反映できるように配慮した計画を策定

する考えであります。 

次に、「住民・地域・行政による協働型まちづくり」実現に向け、ふるさと雇用再生

基金事業を活用した、舟橋村まちづくり実践事業、また、質の高い生活環境の充実を図

るための「魅力あるまちづくり協議会」や自治会活動の活性化を図るためのコミュニテ

ィ振興交付金制度を拡充し、さらなる住民・地域・行政の連携を促進してまいります。 

次に、伝統文化継承事業といたしましては、本村唯一の郷土芸能として高い評価を得

ております「ばんどり太鼓」の振興と「ふなはしまつり」の拡充を図ってまいります。 
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第２に、安全で安心して暮らせるむらづくりに向けてであります。 

防災対策といたしましては、災害時における被害を最小限に食いとめるための防災訓

練を県の総合防災訓練に参画し、避難訓練、救助訓練などを実施いたします。また、火

災対策につきましては、消火栓のホース等整備及びスタンドパイプを設置し、緊急時に

対応できる体制を図ってまいります。防犯対策につきましては、地球にやさしいエネル

ギーの太陽光式時計塔の設置及び通学路の地域間の安全確保のためＬＥＤ防犯灯を設

置するとともに、引き続き住宅団地等には、青色防犯灯を設置し、犯罪抑止に努めてま

いります。 

次に、幹線道路網の維持管理事業といたしましては、計画的に補修工事を行い、安全

な道路網の整備を行うとともに、冬期間の安全・安心な通行を確保するため消雪リフレ

ッシュ事業に取り組みます。 

第３に、未来を拓く人づくりに向けてであります。 

まず、子育て支援につきましては、子育てに係る経済的負担の軽減を図るため、本年

４月より通院・入院医療費の助成の対象を小学６年生までに拡充し助成することとして

おります。保健医療環境整備事業につきましては、昨年度に引き続き、５歳児健康診査

を実施し、支援体制の強化を図ります。また、少子化対策として妊産婦健診及び不妊治

療費助成などに取り組んで一層の充実を図ってまいります。 

さらに、全国の自殺者数が１１年連続で３万人を超えていることから、県と連携しな

がら自殺予防対策啓発事業を実施してまいります。 

次に、教育環境整備事業といたしましては、さきに述べましたとおり中学校改修工事

を実施してまいりたいと考えております。 

さらに、中学校グラウンド改修等事業及び中学校６０周年記念事業に対して助成する

こととしております。また小学校には、特別支援学級指導員及び特別支援教育支援員を

配置し、児童の学習実態に応じたきめ細やかな指導、支援体制を整備し、さらなる教育

環境の充実を図ってまいります。 

本年１０月に、県内の全市町村で開催されます第２３回「全国スポーツ・レクリエー

ション祭」は、広く国民にスポーツ・レクリエーション活動の場を提供することにより、

生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の振興に資することを目的としておりま

す。本村では、「ユニカール競技」を開催いたしますので、村実行委員会を中心に、態

勢を整えるとともに、大会の成功に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 
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次に、保育環境整備事業といたしましては、本年度開催いたします公開保育研究発表

に向け、引き続き保育態勢を整えるとともに、保育士を増員いたしまして、保育業務の

円滑化と保育環境の充実に努めてまいります。 

第４に、水と緑を育むむらづくりに向けてであります。 

まず、農業振興事業といたしましては、引き続き農業アドバイザーを配置し、本村の

特産品の研究開発の促進及び安定生産、品質向上支援など農業基盤整備に努めてまいり

ます。 

また、農地・水・環境保全向上活動支援事業の継続しての取り組みによりまして、集

落の生活環境保全を図ってまいります。 

次に、有害鳥獣対策といたしましては、スズメ・ネズミ等の被害防止対策に係る経費

を新たに支援してまいります。 

続きまして、新年度予算案の概要について申し上げます。 

平成２２年度の会計別予算規模は、一般会計１４億３，１８３万円（対前年度比１４．

３％減）、土地取得事業特別会計３２万１，０００円（対前年度比１．３％増）、国民健

康保険事業特別会計１億６，２０９万９，０００円（対前年度比０．７％減）、宅地造

成事業特別会計２０万４，０００円（対前年度比０．５％増）、簡易水道事業特別会   

計５，０４９万３，０００円（対前年度比２．０％増）、老人保健事業特別会計１万   

２，０００円（対前年度比９８．５％減）、後期高齢者医療事業特別会計３，７７４万

１，０００円（対前年度比９．８％増）、全会計総額１６億８，２７０万円（対前年度

比１２．４％減）を計上しております。 

まず、一般会計について申し上げます。 

歳入では、個人及び法人村民税が経済の低迷による影響が予測されるため、個人村 

民税は対前年度比２２６万９，０００円の減額、率にして１．５％減の１億４，４４７

万１，０００円、法人村民税については、前年度と同額の１，４００万円を見込みまし

た。このことから、村税では、３億６，２６７万１，０００円となり、対前年度比では

２６０万３，０００円の減額、率にして０．７％減となっております。 

また、地方交付税は、地方が自由に使える財源として、地域活性化・雇用等臨時特  

例費の創設により、１．１兆円増額されたことから、２，３００万円の増額、率にして

４．７％増の５億１，０００万円を見込みました。 

一方、村債では、国の地方財政計画に基づき交付税の不足を補てんする措置として発
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行できる臨時財政対策債を１，５００万円の増額、率にして１６％増の１億８６０万円

を計上いたしました。 

財政調整基金の繰り入れは、地方交付税及び臨時財政対策費の増額が見込まれること、

また、経費の節減に努めたことにより、皆減いたしました。 

歳出では、事務事業量の見直しを行い、規律ある財政運営を堅持するため、経常的事

業費の節減に努めた経費を計上いたしました。 

それでは、主な事業について申し上げます。 

魅力あるむらづくり事業では、第４次舟橋村総合計画策定事業費６７５万４，０００

円、コミュニティ振興交付金２５０万円等であります。 

次に、安心で安全に暮らせるまちづくり事業では、太陽光式時計塔設置工事費６３０

万円、総合防災訓練実施事業費６８万５，０００円、消火栓のホース等整備及びスタン

ドパイプ設置事業費３６０万円、耐震改修促進計画策定及びゆれやすさマップ作成業務

事業費５１６万６，０００円、消雪リフレッシュ更新事業及び消雪装置新設事業費   

５，６１１万８，０００円等であります。 

次に、未来を拓く人づくり事業では、中学校改修事業に伴う基本設計・実施設計委託

料２，４１５万円、中学校グラウンド改修等事業費３，６５８万５，０００円、中学校

６０周年記念事業助成金１２０万円、児童医療費助成費３００万円等であります。 

次に、水と緑を育むむらづくり事業では、烏獣害対策事業費１５万円、麦・大豆品質

向上活動支援事業費６万３，０００円、農地・水・環境保全向上対策事業費１３２万  

３，０００円等を計上しております。 

次に、特別会計予算について申し上げます。 

土地取得事業特別会計は、前年度とほぼ同額の３２万１，０００円であります。財源

には、前年度繰越金を充当いたしております。国民健康保険事業特別会計は、歳出で  

被保険者の医療費にかかる保険給付費１億１，２９７万７，０００円、後期高齢者支援

金１，６２１万９，０００円、また、高額医療費に対応するための共同事業拠出金に  

１，５６４万５，０００円を計上しております。 

一方歳入では、国民健康保険税３，４９９万７，０００円、保険者間の医療費負担  

の不均衡を是正する前期高齢者交付金４，７２３万７，０００円、療養給付費交付金  

５４６万９，０００円を計上しております。宅地造成事業特別会計は、前年度とほぼ同

額の２０万４，０００円であります。財源には、前年度繰越金を充当いたしております。
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簡易水道事業特別会計は、本年度実施いたします量水器取付替工事費等にかかる経費 

３０４万１，０００円を計上しております。老人保健事業特別会計は、平成２２年度で

会計が終了いたしますので、大幅な減額になっております。後期高齢者医療事業特別会

計は、歳出では後期高齢者医療広域連合納付金３，６６１万円を計上しております。 

歳入では、後期高齢者医療保険料１，２４７万３，０００円、一般会計繰入金２，５

２６万１，０００円を計上しております。 

続きまして、平成２１年度補正予算について申し上げます。 

一般会計補正予算は、既定の予算に３，８４８万１，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を２０億９，４１９万７，０００円とするものであります。今回の補正の主な

ものは、国の経済対策の一環として、地域活性化きめ細かな臨時交付金にかかる事業費

５，０７５万１，０００円、庁舎改修工事費１，４７８万８，０００円等であります。 

次に、特別会計３会計の補正予算は、既定の予算に２６３万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を２億１，１７７万８，０００円としております。補正の主な要因は、事業費

の精算によるものであります。 

次に、条例案件について申し上げます。 

条例案件は、富山県人事委員会の勧告に準拠し、関係条例の整備をするため舟橋村職

員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定及び子育て支援にか

かる「舟橋村児童医療費の助成に関する条例」を制定するものであります。 

その他案件は、平成２１年度舟橋村一般会計補正予算（第９号）であります。地方自

治法第１７９条の規定により「専決処分について承認を求める件」であります。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたが、何とぞ慎重審議の上、適切な議決を賜り

ますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹島ユリ子君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

散 会 の 宣 告 

○議長（竹島ユリ子君） 以上をもって本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれにて散会します。 

 

午前 ９時３５分 散会 


